
１５日には地域をあげて盛大に中西別の神社祭『ふるさとまつり』が行われ、

園児１４名も元気に参加することができました。お祭りに向けて前もってビデ

オでイメージトレーニング、去年の様子を観ながら今年はどんなお神輿飾りを

作るか、だれがリーダーになるか、お獅子をどうやって克服しようか・・・。     

などと考えながら当日に向けて話し合いをしたり、練り歩きや踊りの練習を                  

したりしてきました。その結果、たくさんの方々の応援の声や踊りへの参加協

力をいただき、地域の皆さんに温かくしっかりと支えられていること感じ取っ

た一日となりました。子どもたちが大きくなって故郷を思うとき、このふるさ

とまつりの温かい思い出が一緒になってよみがえってくることでしょう。この

おまつりは中西別の子どもたちの原点だと思いました。地域と一体となる感動

的なおまつりでした。ありがとうございました。 

  

旭川に行き

ます！ 

みんなのこ

と忘れない

よ！ 
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幼小合同運動会から始ま                       った６月。幼稚園児にとって

６月初めの運動会という    のは実はかなりハードルが高い集団    行動なのです。特に年少児に

とっては、並ぶ、その場に居る、順番を待つ、という行為は見えるブランコや滑り台の誘惑に打ち勝ち、集

団の一員として参加する相当な意思とそこに居ることでの仲間感をもてなければ難しいものです。運動会に

向けた日々の取り組みの過程で、年中児も年長児も“みんなと一緒に          できてうれしか

った”、“先生やお友達が喜んでくれた”、“できる自分が気持ちいい”                  

そんな気持ちが芽生えて当日を迎えました。またそれに加え当日は 

たくさんの方の応援や喜んでいる顔を間近に見て、“頑張ろうと 

する気持ち”も出てきました。それが運動会での一番の成果です。 

そして小学校と合同という必然的に交流が生まれる環境の中で、 

親しみや憧れの気持ちをもてたことも大きな収穫です。この経験は、 

これからの生活の中での土台となり、子どもたちを支えてくれることでしょう。 

 

          

 

今、わくジャンでは固形石鹸を削って泡作り 

がブームになっていますおろし金で削って、 

泡だて器でシャワシャワ♪「あれ？クリームみたい！」「ビールだ！」

「カルピス？」子どものイメージはどんどん膨らみます。ご家庭に余っ

ている固形石鹸がありましたら幼稚園に寄付していただけるとうれ

しいです。(^^♪ 

令和元年６月２８日(金) 

 

認定こども園中西別幼稚園 

 園長  鈴木 和子 

  ☎７５－６６０４ 

【教育目標】 

◆つよい子 

◆あかるい子 

◆たすけあう子 


